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(57)【要約】
【課題】節水化の要請を満たすと共に浮遊系汚物を確実
に排出することができる洗い落とし式便器を提供する
【解決手段】本発明の洗い落とし式便器１は、汚物受け
面１２と、上縁部に位置するリム部１４と、これらの汚
物受け面とリム部との間に形成された棚部１６とを備え
たボウル部８と、ボウル部の棚部上に洗浄水を吐水して
旋回流Ａを形成すると共にその吐水方向が便器前方方向
である吐水部（第１吐水口１８）と、ボウル部の下方部
分にその入口１０ａが接続され汚物を排出する排水トラ
ップ管路１０と、を有し、ボウル部の汚物受け面に、ボ
ウル部の前方側から上記排水トラップ管路の入口に向け
て延びる側壁３２ａ，３２ｂ及び底面３２ｃを備えた凹
部３２が形成されていることを特徴としている。
【選択図】図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗浄水により便器を洗浄して汚物を排出する洗い落とし式便器であって、
　汚物受け面と、上縁部に位置するリム部と、これらの汚物受け面とリム部との間に形成
された棚部とを備えたボウル部と、
　上記ボウル部の棚部上に洗浄水を吐水して旋回流を形成すると共にその吐水方向が便器
前方方向である吐水部と、
　上記ボウル部の下方部分にその入口が接続され汚物を排出する排水トラップ管路と、を
有し、
　上記ボウル部の汚物受け面に、上記ボウル部の前方側から上記排水トラップ管路の入口
に向けて延びる側壁及び底面を備えた凹部が形成されていることを特徴とする洗い落とし
式便器。
【請求項２】
　上記凹部の底面の後方側の端部は便器洗浄中の溜水上昇水位より下方に位置すると共に
上記凹部の縦壁の後方側の上端部は便器洗浄中の溜水上昇水位より上方に位置するように
形成されている請求項１記載の洗い落とし式便器。
【請求項３】
　上記凹部の底面が、上記ボウル部の前方側から上記排水トラップ管路の入口に向けて下
り勾配となるように形成されている請求項１又は請求項２記載の洗い落とし式便器。
【請求項４】
　上記凹部は、その便器前後方向に延びる中心軸が、上記排水トラップ管路の入口の便器
前後方向に延びる中心軸と、便器幅方向において、同軸となるように形成されている請求
項１乃至３の何れか１項に記載の洗い落とし式便器。
【請求項５】
　上記ボウル部の汚物受け面の前方部では、上記棚部を形成することなく、上記凹部の前
方部と上記リム部とが連続して形成されている請求項１乃至４の何れか１項に記載の洗い
落とし式便器。
【請求項６】
　上記ボウル部の汚物受け面の後方側に、溜水を四方から取り囲むと共に溜水の水位上昇
時に洗浄水の旋回流の広がりを抑える縦壁部を形成し、この縦壁部が上記凹部の側壁とほ
ぼ同じ高さで連続して形成されている請求項１乃至５の何れか１項に記載の洗い落とし式
便器。
【請求項７】
　さらに、上記汚物受け面の側面に形成され溜水に向けて洗浄水を吐水して溜水を上下方
向に攪拌する第２吐水部を有する請求項１乃至６の何れか１項に記載の洗い落とし式便器
。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、洗い落とし式便器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、節水化の要請が強くなり、節水化の要請を満たすと共により良い性能の（排出性
能の向上した）水洗大便器が求められている。さらに、節水化がなされても、便器内の浮
遊系汚物を確実に排出する必要があり、このような要請を満たす水洗大便器が求められて
いる。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、便鉢（ボウル面）の底部の上部の縁部を形成する前部内周面
、左右の側部内周面、及び、後部内周面の各段部のうち、とくに、その前部内周面の段部
を給水による溜水面の水位上昇位置よりも高い位置となるように設定したサイホン式の水
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洗便器（サイホン式便器）が開示されている。
【０００４】
　この特許文献１のサイホン式便器においては、便鉢（ボウル面）に洗浄水が給水された
場合、洗浄水を底部の上縁内で旋回させて、洗浄水が便鉢の内周面に旋回拡大されること
がないようにしているので、弁鉢の内周面に浮遊系汚物が残存することがなく、浮遊系汚
物を確実に排出することができるようになっている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００５】
【特許文献１】特開平８－１２０７４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　しかしながら、特許文献１のサイホン式便器では、上述した構造により、浮遊系汚物を
排出することができるが、サイホン作用を用いない洗い落とし式大便器（ウオッシュダウ
ン式便器とも言う）では、特許文献１の構造を採用しても、排水路内の水位上昇による落
差によって汚物を外部に排出する便器であるので、サイホン式便器のようにサイホン作用
による引き力が発生せず、且つ、洗浄水を底部の上縁内で旋回させているので、トラップ
管路への押込み力が弱くなり、浮遊系汚物を確実に排出することはできないという問題が
ある。
【０００７】
　そこで、本発明は、従来技術の問題点を解決するためになされたものであり、節水化の
要請を満たすと共に浮遊系汚物を確実に排出することができる洗い落とし式便器を提供す
ることを目的としている。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上述した目的を達成するために、本発明は、洗浄水により便器を洗浄して汚物を排出す
る洗い落とし式便器であって、汚物受け面と、上縁部に位置するリム部と、これらの汚物
受け面とリム部との間に形成された棚部とを備えたボウル部と、ボウル部の棚部上に洗浄
水を吐水して旋回流を形成すると共にその吐水方向が便器前方方向である吐水部と、ボウ
ル部の下方部分にその入口が接続され汚物を排出する排水トラップ管路と、を有し、ボウ
ル部の汚物受け面に、上記ボウル部の前方側から上記排水トラップ管路の入口に向けて延
びる側壁及び底面を備えた凹部が形成されていることを特徴としている。
　このように構成された本発明の洗い落とし式便器においては、ボウル部の汚物受け面に
、ボウル部の前方側から排水トラップ管路の入口に向けて延びる側壁及び底面を備えた凹
部が形成されているので、吐水部から便器前方方向に吐水された洗浄水の一部は旋回流を
形成するが、洗浄水の大部分は凹部の側壁に衝突して排水トラップ管路の入口へ向かって
流れる押込み流れとなる。この結果、本発明によれば、この押込み流れにより、ボウル部
内の浮遊系汚物を確実に排出することができる。
【０００９】
　本発明において、好ましくは、凹部の底面の後方側の端部は便器洗浄中の溜水上昇水位
より下方に位置すると共に凹部の縦壁の後方側の上端部は便器洗浄中の溜水上昇水位より
上方に位置するように形成されている。
　このように構成された本発明においては、便器洗浄中に上昇した溜水が凹部内で滞留す
るので、押込み流れが水勢を得て排水トラップ管路の入口に向けて一気に流れ込み、それ
により、浮遊系汚物をより確実に排出することができる。
【００１０】
　本発明において、好ましくは、凹部の底面が、ボウル部の前方側から排水トラップ管路
の入口に向けて下り勾配となるように形成されている。
　このように構成された本発明においては、凹部の底面が下り勾配となるように形成され
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ているので、吐水部から吐水され凹部の縦壁に衝突した洗浄水がスムーズに排水トラップ
管路の入口に向けて流れ込むので、浮遊系汚物をより確実に排出することができる。
【００１１】
　本発明において、好ましくは、凹部は、その便器前後方向に延びる中心軸が、排水トラ
ップ管路の入口の便器前後方向に延びる中心軸と、便器幅方向において、同軸となるよう
に形成されている。
　このように構成された本発明においては、凹部がその中心軸が排水トラップ管路の入口
の中心軸と同軸となるように形成されているので、凹部に形成された押込み流れが排水ト
ラップ管路の入口に流入するときの圧力損失を最小限に抑えることができ、それにより、
浮遊系汚物をより確実に排出することができる。
【００１２】
　本発明において、好ましくは、ボウル部の汚物受け面の前方部では、棚部を形成するこ
となく、凹部の前方部とリム部とが連続して形成されている。
　このように構成された本発明においては、ボウル部の汚物受け面の前方部で凹部の前方
部とリム部とが連続して形成されているので、吐水部から棚部上に吐水され旋回流を形成
する洗浄水の大部分が凹部へ流れ込み、それにより、押込み流れとなる洗浄水の流量が増
大し、浮遊系汚物をより確実に排出することができる。
【００１３】
　本発明において、好ましくは、ボウル部の汚物受け面の後方側に、溜水を溜水を四方か
ら取り囲むと共に溜水の水位上昇時に洗浄水の旋回流の広がりを抑える縦壁部を形成し、
この縦壁部が凹部の側壁とほぼ同じ高さで連続して形成されている。
　このように構成された本発明においては、ボウル部の汚物受け面の後方側に形成された
溜水を四方から取り囲む縦壁部により、溜水の水位上昇時に洗浄水の旋回流の広がりを抑
えるので、これにより、浮遊系汚物をより確実に排出することができる。
【００１４】
　本発明は、好ましくは、さらに、汚物受け面の側面に形成され溜水に向けて洗浄水を吐
水して溜水を上下方向に攪拌する第２吐水部を有する。
　このように構成された本発明においては、第２吐水部から吐水される洗浄水により溜水
を上下方向に攪拌するので、その分、洗浄性能が向上する。さらに、溜水面に浮いていた
浮遊系汚物を溜水中に沈めて旋回中心に集め、この旋回流の中心に集められた浮遊系汚物
を押出し流れにより排水トラップ管路の入口に流し込むので、浮遊系汚物をより確実に排
出することができる。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明の洗い落とし式便器によれば、節水化の要請を満たすと共に浮遊系汚物を確実に
排出することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の実施形態による洗い落とし式便器の側面断面図である。
【図２】図１の洗い落とし式便器の平面図である。
【図３】図２のIII－III線に沿って見た洗い落とし式便器の正面断面図である。
【図４】図２のIV－IV線に沿って見た洗い落とし式便器の正面断面図である。
【図５】図２のIV－IV線に沿って見た洗い落とし式便器の正面断面図である。
【図６】図２のVI－VI線に沿って見た洗い落とし式便器の正面断面図である。
【図７】図１の洗い落とし式便器を便器前方の斜め上方から見た斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　次に、図１乃至図７を参照して、本発明の一実施形態を説明する。ここで、図１は本発
明の実施形態による洗い落とし式便器の側面断面図であり、図２は図１の洗い落とし式便
器の平面図であり、図３は図２のIII－III線に沿って見た洗い落とし式便器の正面断面図
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であり、図４は図２のIV－IV線に沿って見た洗い落とし式便器の正面断面図であり、図５
は図２のIV－IV線に沿って見た洗い落とし式便器の正面断面図であり、図６は図２のVI－
VI線に沿って見た洗い落とし式便器の正面断面図であり、図７は図１の洗い落とし式便器
を便器前方の斜め上方から見た斜視図である。
【００１８】
　先ず、図１乃至図６に示すように、本発明の実施形態による洗い落とし式便器１は、床
置き式で、後述する排水トラップ管路内の水位上昇による落差を利用して汚物を排出する
洗い落とし式水洗大便器（ウオッシュダウン式便器）であり、便器本体２と、この便器本
体２の後方上部に取り付けられた貯水タンク（図示ぜす）を備えている。貯水タンクには
、排水弁が設けられ、操作レバーの操作により開閉し、便器本体２へ洗浄水が供給される
ようになっている。
　なお、本発明は、床置き式便器以外に壁掛け式の洗い落とし式便器にも適用可能であり
、さらに、貯水タンクを用いず水道管に直結したフラッシュバルブを用いた洗い落とし式
便器にも適用可能である。
【００１９】
　便器本体２は、ボウル部８と、このボウル部８の底部から連通して延びる排水トラップ
管路１０を有する。
　ボウル部８は、汚物受け面１２と、この汚物受け面１２の上縁部に位置しその内周面の
上部が内方へ向かって張り出しているリム部１４と、汚物受け面１２とリム部１４との間
に形成された棚部１６（図３～図６参照）とから構成されている。
【００２０】
　排水トラップ管路１０は、ボウル部８の底部に開口した入口１０ａから斜め上方に延び
、最高点１０ｂを通った後、斜め下方に延びて、出口１０ｃに達し、図示しない排水管に
接続されている。洗い落とし式便器１の溜水水位Ｌ１は、トラップ管路１０の最高点１０
ｂの高さと等しくなる。
【００２１】
　ボウル部８の便器前方から見て左側に位置する棚部１６の少し後側には、洗浄水を吐水
する第１吐水部である第１吐水口１８が形成されている。第１吐水口１８から便器前方方
句に吐水された洗浄水は、ボウル部８において旋回流Ａ（図７参照）を形成するようにな
っている。
　また、ボウル部８の右側に位置する棚部１６の後端側には、洗浄水を吐水する第２吐水
口２０が形成されている。第２吐水口２０から便器方向方向に吐水された洗浄水は、第１
吐水口１８から吐水された洗浄水と同一方向へ旋回する旋回流Ａを形成するようになって
いる。
　さらに、詳細は後述するが、ボウル部８の便器前方から見て左側の汚物受け面１２の側
面には第２吐水部である第３吐水口２２が形成されている。
【００２２】
　便器本体２の後部には、通水室２４が形成され、この通水室２４の後端側は貯水タンク
（図示せず）に連通し、貯水タンクから洗浄水が供給されるようになっている。
　また、この通水室２４の先端側には、第１吐水口１８に洗浄水を供給する第１通水路２
６、第２吐水口２０に洗浄水を供給する第２通水路２８、さらに、第３吐水口２２に洗浄
水を供給する第３通水路３０がそれぞれ設けられている。
【００２３】
　次に、ボウル部８の詳細構造を説明する。主に図１及び図２に示すように、ボウル部８
の汚物受け面１２には、ボウル部８の前方側から排水トラップ管路１０の入口１０ａに向
けて延びる凹部３２が形成され、この凹部３２は、側壁３２ａ，３２ｂ及び底面３２ｃを
備えている。側壁３２ａ，３２ｂは便器前後方向に延びる中心軸１０ｄに向かって凸面で
形成されているので、底面３２ｃを旋回する洗浄水の旋回流の広がりを抑えることができ
る。
【００２４】
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　この汚物受け面１２に形成された凹部３２は、その便器前後方向に延びる中心軸３２ｄ
が、排水トラップ管路１０の入口１０ｃの便器前後方向に延びる中心軸１０ｄと、便器幅
方向において、同軸となるように配置されている。
【００２５】
　また、凹部３２の底面３２ｃは、ボウル部８の前方側から排水トラップ管路１０の入口
１０ａに向けて下り勾配となるように形成されている。
　さらに、図１に示すように、ボウル部８の汚物受け面１２の前方部１２ａでは、棚部１
６を形成することなく、凹部３２の前方部とリム部１４とが連続して形成されている。
【００２６】
　ここで、凹部３２の底面３２ｃの後方側の端部３２ｅは便器洗浄中の溜水上昇水位Ｌ２
より下方に位置すると共に凹部３２の縦壁の後方側の上端部３２ｆは便器洗浄中の溜水上
昇水位Ｌ２より上方に位置するように形成されている。
【００２７】
　次に、主に図１及び図２に示すように、ボウル部８の汚物受け面１２の後方側には、溜
水を四方から取り囲む縦壁部３４が形成されている。この縦壁部３４は、上述した凹部３
２の後方端と接続され溜水を前方側から取り囲む前方側縦壁部３４ａと、溜水を後方側の
三方から取り囲む後方側縦壁部３４ｂとを備えている。
　この縦壁部３４ｂは、上述した凹部３２の側壁３２ａ，３２ｂとほぼ同じ高さで連続し
て形成されている（図１及び図７参照）。
【００２８】
　さらに、図１に示すように、ボウル部８の下方側で排水トラップ管路１０の入口１０ａ
の近傍で、縦壁部３４の前方側縦壁部３４ａの下端側には水平方向に延びる段部３６が形
成されている。
　上述した第２吐水部である第３吐水口２２は、この段部３６の上方で且つ溜水水位Ｌ１
よりも上方の位置に設けられている。この第３吐水口２２から段部３６上に吐水された洗
浄水は、溜水を上下方向に攪拌して上下方向攪拌流Ｂを形成するようになっている。
【００２９】
　次に、主に図７により、上述した本実施形態の作用を説明する。本実施形態による洗い
落とし式便器１においては、使用者が操作することにより、貯水タンク内の洗浄水が、便
器本体２の通水室２４に入り、この通水室２４から、第１通水路２６、第２通水路２８、
第３通水路３０を経て、第１吐水口１８、第２吐水口２０、第３吐水口２２から、それぞ
れ、ボウル部８へ吐水される。
【００３０】
　このとき、本実施形態の洗い落とし式便器１においては、ボウル部８の汚物受け面１２
に、ボウル部８の前方側から排水トラップ管路１０の入口１０ａに向けて延びる側壁３２
ａ，３２ｂ及び底面３２ｃを備えた凹部３２が形成されているので、第１吐水口１８から
便器前方方向に吐水された洗浄水の一部は旋回流Ａを形成するが、第１吐水口１８から吐
水された洗浄水の大部分は凹部３２の便器前方から見て右側に位置する側壁３２ｂに衝突
して排水トラップ管路１０の入口１０ａへ向かって流れる押込み流れＣとなる。この結果
、本実施形態による洗い落とし式便器１によれば、この押込み流れＣにより、ボウル部８
内の浮遊系汚物を確実に排出することができる。
【００３１】
　また、本実施形態の洗い落とし式便器１においては、凹部３２の底面３２ｃの後方側の
端部３２ｅは便器洗浄中の溜水上昇水位Ｌ２より下方に位置すると共に凹部３２の縦壁３
２ａ，３２ｂの後方側の上端部３２ｆは便器洗浄中の溜水上昇水位Ｌ２より上方に位置す
るように形成されているので、便器洗浄中に上昇した溜水が凹部３２内で滞留し、押込み
流れＣが水勢を得て排水トラップ管路１０の入口１０ａに向けて一気に流れ込み、それに
より、浮遊系汚物をより確実に排出することができるようになっている。
【００３２】
　また、本実施形態の洗い落とし式便器１においては、凹部３２の底面３２ｃが、ボウル
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部８の前方側から排水トラップ管路１０の入口１０ｃに向けて下り勾配となるように形成
されているので、第１吐水口１８から吐水され凹部３２の縦壁３２ｂに衝突した洗浄水が
スムーズに排水トラップ管路１０の入口１０ｃに向けて流れ込むので、浮遊系汚物をより
確実に排出することができる。
【００３３】
　また、本実施形態の洗い落とし式便器１においては、凹部３２は、その便器前後方向に
延びる中心軸３２ｄが、排水トラップ管路１０の入口１０ｃの便器前後方向に延びる中心
軸１０ｄと、便器幅方向において、同軸となるように形成されているので、凹部３２に形
成された押込み流れＣが排水トラップ管路１０の入口１０ａに流入するときの圧力損失を
最小限に抑えることができ、それにより、浮遊系汚物をより確実に排出することができる
。
【００３４】
　また、本実施形態の洗い落とし式便器１においては、ボウル部８の汚物受け面１２の前
方部では、棚部１６を形成することなく、凹部３２の前方部とリム部１４とが連続して形
成されているので、第１吐水口１８から棚部１６上に吐水され旋回流を形成する洗浄水の
大部分が凹部３２へ流れ込み、それにより、押込み流れＣとなる洗浄水の流量が増大し、
浮遊系汚物をより確実に排出することができる。
【００３５】
　また、本実施形態の洗い落とし式便器１においては、ボウル部８の汚物受け面１２の後
方側に、溜水を溜水を四方から取り囲むと共に溜水の水位上昇時に洗浄水の旋回流Ａの広
がりを抑える縦壁部３４（３４ａ，３４ｂ）を形成し、この縦壁部３４が凹部３２の側壁
３２ａ，３２ｂとほぼ同じ高さで連続して形成されているので、この縦壁部３４により、
溜水の水位上昇時に洗浄水の旋回流Ａの広がりを抑えるので、これにより、浮遊系汚物を
より確実に排出することができる。
【００３６】
　さらに、本実施形態の洗い落とし式便器１には、汚物受け面１２の側面に形成され溜水
に向けて洗浄水を吐水して溜水を上下方向に攪拌する第３吐水口２２が形成されているの
で、その分、洗浄性能が向上する。さらに、溜水面に浮いていた浮遊系汚物を溜水中に沈
めて旋回中心に集め、この旋回流の中心に集められた浮遊系汚物を押出し流れＣにより排
水トラップ管路１０の入口１０ａに流し込むので、浮遊系汚物をより確実に排出すること
ができる。
【符号の説明】
【００３７】
　１　洗い落とし式便器
　２　便器本体
　８　ボウル部
１０　排水トラップ管路
１０ａ　排水トラップ管路の入口
１０ｂ　排水トラップ管路の最高点
１０ｃ　排水トラップ管路の出口
１２　汚物受け面
１４　リム部
１６　棚部
１８　第１吐水口（吐水部）
２０　第２吐水口
２２　第３吐水口（第２吐水部）
２４　通水室
２６　第１通水路
２８　第２通水路
３０　第３通水路
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３２　凹部
３２ａ，３２ｂ　側壁
３２ｃ　底面
３４　縦壁部
３４ａ　前方側縦壁部
３４ｂ　後方側縦壁部
３６　段部
Ｌ１　溜水水位
Ｌ２　便器洗浄中の溜水上昇水位
Ａ　旋回流
Ｂ　上下方向攪拌流
Ｃ　押込み流れ

【図１】 【図２】
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